
調
理
師
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

調
理
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
厚
生
省
令
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
免
許
の
申
請
手
続
）

（
免
許
の
申
請
手
続
）

第
一
条

（
略
）

第
一
条

（
略
）

２

令
第
一
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

令
第
一
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

次
の
い
ず
れ
か
の
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

一

調
理
師
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
四
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
条
各
号
の
一
に
該
当
す

る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

イ

調
理
師
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
四
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
条
第
一
号
の
調
理
師

養
成
施
設
に
お
い
て
一
年
以
上
調
理
、
栄
養
及
び
衛
生
に
関
し
て
調
理
師
た
る
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能

を
修
得
し
た
者

ロ

法
第
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
又
は
営
業
に
お
い
て
二
年
以
上
調
理
の

業
務
に
従
事
し
た
後
、
調
理
師
試
験
に
合
格
し
た
者

二

（
略
）

二

（
略
）

（
削
る
）

三

麻
薬
、
あ
へ
ん
、
大
麻
又
は
覚
せ
い
剤
の
中
毒
者
で
あ
る
か
な
い
か
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書

（
技
術
審
査
の
実
施
）

（
技
術
審
査
の
実
施
）

第
十
五
条

技
術
審
査
は
、
毎
年
少
な
く
と
も
一
回
行
う
。

第
十
五
条

技
術
審
査
）
は
、
毎
年
少
な
く
と
も
一
回
行
う
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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厚
生
労
働
省
令
第
八
号

調
理
師
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
三
号
）
第
一
条
及
び
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
調
理
師
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
二
月
四
日

厚
生
労
働
大
臣

福
岡

資
麿





様
式
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
五
条
第
一
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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